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一中国語話者のための漢字指導について一
彰 佳
r漢字指導」の授業 を受講 し、初めて中国語話者 に対す る漢字指導の必要性が分 か
った。
言 うまで もなく、日本語の漢字は もともと中国漢 民族の言語で ある 「漢語(中 国語)」
を記すための文字である。
中国人は生 まれてか らずっ と漢字が使用 されてい る環境 で育 ってきたのであ り、大
人が漢字 を使 ってい るのを見てきてい る。 また、漢字 を覚えるこ とが勉強だ とい うこ
とを小 さい ときか ら知ってい る.自 分の氏名、駅の名称、食べ物 の包装、等等。漢字
は子供の 目常生活 に溶け込んでいる。そのr漢 語(中 国語)」 を母語 として話 し、漢字
を用いてい る学習者 が、目本語 で用 い られてい る漢字を中国語 で用 い られてい る漢 字
との細かな差異を学習することに多少の抵 抗を覚える として も不思議ではない。
しか し、一方で、 日本語で用い られてい るr漢 字」 は既にr中 国の漢字」ではない
とい う点を、まず学習者 に理解 しても らうことも必要である。 一般的 に、漢字は形 と音
と意味の三者 によって成 り立っているが、中国語の漢字 と日本語の漢字は、まず音が異
なる。形が同 じものはかな りの数に上 るが、意味で まったく同 じのものはそれほ ど多 く
はない。 中国語話者は、漢字を見ればお よその意味が分かる とい う点で、日本語 を学ぶ
上で他の非漢字圏の学習者に比ぺ有利 な立場にあると言える。 しか し、その利点が時
に誤解 を生んだ り、中国風の不正確な発音が コミュニケー シ ョンの妨げになってい る
ことも否定できない。使 った言葉が 日本人 に理解 されなかった り、誤解 された り、逆に
日本人の使 った言葉を見た り聞いた りして、呆然 したこともな いわけではないであ ろ
う。
また、漢字の学習は、教師がいく ら頑 張って も学習者が努力 しなけれ ば効果 は上が ら
ない。教師は学習者の興味を繋 ぎ、絶えず励 ま してやることも大切だ と思 う。学習 を楽
しい もの にするために、特に初級 レベル では、ゲームや クイズを使 うのは有効な方法だ




中国語の影響で、中国語にはあ りなが ら、日本 語にはない熟語 を作る可能性が あるが、
その ときこそ、日中両語の違いを説明す るよい機会ではないか と思 う。中級以上 にな る
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と、そ の学習者 の 目的に合 った教科書や 教材が用い られ るので、学習す る漢字 は、自ら
とその学習者 の必要なものが中心になる。現在新 聞を読むた めの教材を扱った教科書
や経済用語を扱 った参考書な どが出版 されているので、参考にす ると便利である・また
新聞 を読む前の準備 として、県名 、区名、人名、代表的な会社、銀行、デパー ト・大学、駅の
名 前の漢字 を導入 してお くと役 に立っ し、日本社会への理解 を深め、興味 を持 たせ るこ
ともできるのであろ う。
中国語 と目本語の漢字は形や使い方が一見似ているようで、違 う点もた くさんある。
中国語話者の頭 を悩ませているのはこれ らの点だ と思 う。漢字 と言え ども全 く油断で
きない.む しろ、分かっているとは思わず に、必ず辞書で確認する習慣 をつけるぺきだ。
起源 は同 じなが ら、長い歴史 を経て独 自の変遷を遂げてきた 日中両語の微妙 な違いに
目を向 け、理解 していってほ しい と願 ってい る。
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